2012道本部総合政策局発第141号

2011年12月27日

各　地本・単組・総支部委員長　様

自　治　労　北　海　道　本　部
　執行委員長
山　上　　潔
(自治体政策部)
第11回自治労北海道本部福祉集会の開催について（その2）

日々のご奮闘に心より敬意を表します。

さて、標記集会については、12月16日付道本部総合政策局発第119号にてご案内したところですが、集会の詳細について改めてお知らせしますので、組合員への周知と積極的な参加の呼びかけを重ねてお願いします。
特に、第4分科会においては「子ども・子育て新システム」を取り上げ、地方財政との関係や市町村事業計画、認定事務などの課題についても議論することとしておりますので、保育士のみならず、主管部局や受付担当など、子ども施策に携わる組合員の参加についても幅広く呼びかけていただきますようお願いします。
また、組織拡大に向け、社会福祉協議会をはじめ未加盟・未組織福祉関係労働者の参加についても求めていきたいと考えております。参加に伴う費用については相談に応じますので、可能な限り働き掛けをお願いします。
記

１．開催日時　　2012年1月29日（日）　9:30～17:00（9:00受付開始）
２．会　　場　　自治労会館４Ｆホ－ル他　（札幌市北区北6条西7丁目　℡：011-747-3211）
　　※分科会会場については、参加者集約後決定します。
３．集会概要　　
9：30　　　　　開会
　　　　　　　・あいさつ
　　　　　　　・講演　①「福祉現場において自治体が果たすべき役割（仮題）」　
講師：淑徳大学総合福祉学部准教授　　　　　　　　　　　　 　結城　康博　氏
　　　　　②「社会保障・税一体改革大綱について（仮題）」
講師：内閣官房社会保障改革担当室参事官・自治労社会保障局長　平川　則男　氏
12：00～13：00　昼食休憩
13：00～16：00　課題別分科会
16：15～17：00　分科会報告
17：00　　　　　閉会
17：30　　　　　参加者交流会

４．旅　　費　　各単組負担とします。
５．昼　　食　　希望者には弁当を斡旋します。（お茶付1,000円）
６．交流会　　集会終了後、参加者交流会を開催します。（会費4,000円程度）
７．参加申込　　別紙参加申込票に必要事項をご記入の上、2012年１月20日（金）までに自治体政策部あてにFAX送信してください。
８．連絡先　　自治体政策部・社会福祉評議会（相内・高田）
TEL：011-747-3211／FAX：011-700-2053
＜分科会テーマ＞
第1分科会［第2のセーフティネットと生活保護をめぐる課題］
	　雇用環境の悪化に東日本大震災が追い打ちをかけ、生活保護受給者数は過去最高を更新し続け、行政は相談・支援に対応しきれないという危機的状況にあります。

　求職者支援法の創設など、第2のセーフティネット機能を有する制度の創設も見られるものの、さらに拡充を求めていく必要があります。

　生活保護制度改革にむけた「国と地方の協議の場」も行われており、職場交流も行いながら今後の取り組みの重要性を確認していきたい。


第２分科会［介護労働者の処遇改善と介護保険制度の充実にむけて］
	　報酬改定をはじめとする社会保障審議会介護給付費分科会の議論状況の分析を行い、介護労働者の処遇改善と社会的地位向上にむけた課題を明らかにするとともに、地域包括ケアシステムなど制度の充実にむけた取り組みについて、現場の実態をふまえた意見交換のなかで具体化を図っていく。


第３分科会［障害者制度改革について］（14：30～分散会）
分散会①「障害者総合福祉法の制定にむけて」

分散会②「働く障害者の集い」
	　障害者権利条約の批准に必要な国内法の整備について、障害者基本法の改正が行われ、障害者総合福祉法・障害者差別禁止法についても議論が進んでいるが、それらの経過等について講演を受け、課題について討議を行った後、以下の二つの分散会に分かれてさらに議論を深める。

①障害者自立支援法に代わる新たな法律「障害者総合福祉法」について、当事者も参画のもとで骨格提言が確認されたが、法案化にむけて厚労省は必ずしも肯定的な評価をしていないことから、今後の課題も含めて講演を受け、必要な対応等について意見交換を行う。

②自主雇用率の設定など障害者雇用に係る先進的な取り組みについて事例報告を受けた後、職場実態の情報交換を行いながら障害者の職場環境の整備、中途障害者の職場復帰などの課題について明らかにする。


第４分科会［「子ども・子育て新システム」法案化にむけた課題］
	　「子ども・子育て新システム」の制度設計について、財源保障のあり方を再確認し、法案化にむけて必要な取り組みについて意見交換を行うほか、市町村の役割や事業計画、指定権限、相談窓口の必要性、保育の必要度と負担額認定の事務など、保育施設以外の課題についても議論を深める場とする。


第５分科会［要保護児童対策地域協議会調整機関（市町村）・児童相談所・保育園等の連携に係る課題］
	　児童（子ども）虐待が「社会問題」となり、虐待通告及び被虐待児の増加とともに要保護児童対策地域協議会の役割が重要性を増しています。第一義的な相談機関及び要対協調整機関としての市町村、専門機関としての児童相談所、子どもの直接処遇機関である保育所を含む児童福祉施設等の連携強化や役割分担などの課題について明らかにする。


第６分科会［社会福祉協議会・社会福祉事業団～組織改編と今後の事業運営の展望と課題］
　　　　　［組合を作って社協はこう変わった！］
	　社協や事業団においては、市町村の財源問題等も含めての統廃合が行われている中、規約の作成不備や統合前の身分体系の不整合から様々な問題が生じており、指定管理の名のもとに、公立の施設運営を統合した組織に安価で委ねる傾向も増加している。

　身分保障問題や給与体系などについてどのような対応策があるのか、分科会における議論を通じて現状と課題を見つめ直すこととする。

　あわせて、社協が組合を結成するメリットや、組織化により職場環境が変わった事例などを紹介し、組織化を促す機会として提示する。


＜別紙＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年1月20日（金）締切
自治体政策部（相内・高田）宛て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：011-700-2053
第11回道本部福祉集会（1月29日開催）参加申込票
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· 分科会欄は「希望する分科会の番号」を記入願います。（第3分科会は「3－①」等、分散会も）
· 「交流会」、「弁当」欄は○か×で記入願います。

· 「備考」欄には、単組役職名・評議会役職等を記入して下さい。
· 車いすの使用状況、手話通訳の希望等については連絡事項に記入願います。
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